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200.5年に大学院後期博士課程を修了し、今 らないことは、経済的な基盤の確保である。
年ではや6年目となる。修了後すぐに三重県 大学院では育英会奨学金を貸与されていたが、
の短期大学に就職し、今年からは地元、神戸 留学に際しては、何としても新たに奨学金を
に戻り、幼児から就学後、特に小学校低学年 得ておきたいと考えていた。私は以前より、
くらいまでの子どもを視野に入れた「子ども 留学をする場合には、①修士論文を書き終え
学」にかかわる科目を担当している。 て研究テーマの方向性が定まっていること、
私は大学院在学中より「子どもを学習の主 ②留学のための奨学金を得ること、③帰国後
体に置く授業とは何かJということが問題意 の所属があること、以上3つの条件をクリア
識の根幹にあり、それを授業実践レベルから しなければならないと考えていた。
実証的に研究していきたいと考えていた。 留学のための奨学金はさまざまな団体で実
課程博士論文では、 20世紀初頭のドイツ新教 施されているが、年齢や研究分野による制限
育運動期に焦点をあて、オットー があり、実際に応募できるものはそれほど多
(Otto，B. ， 1859-1933)の教育思想とそれに基 くはない。検討の結果、私は最終的に「伊藤
づく綬業実践をドイツにおいて収集した一次 忠教育財団若手研究者海外留学助成金jに応
資料を分析することによって明らかにし、オ 募することとした。
ットー教育の再評価を試みた。 応募には当然ながら、詳細な研究計画書の
専攻にかかわらず、外国の人物あるいは事 提出が必要となる。研究を論理的かつ具体的
象を研究テーマとする場合、資料収集の困難 かつ簡潔に説明することに腐心したが、申請
さは避けて通ることができない。拙論の場合 後2ヶ月ほどして面接に進むことができた。
も、 2年間のドイツ留学とその後 2度にわた 面接では研究計画やドイツ語能力について
る資料収集のための渡独の機会がなければ、 試聞が行われ、最後に、相当な倍率であるこ
決して書き上げることはできなかっただろう。 とを聞かされ、落胆して帰阪したことを覚え
本稿では、私が経験したドイツ留学の実際 ている。その後、ほぽ諦めかけていた 12月の
と博士論文のテーマとの出会いについて振‘り 年の瀬に採用通知が届きーいよいよ留学が現 官
返ってみたいと思う。 実のものとなった。
19.9.9年、私は子どもを学びの主体に置くド 伊藤忠教育財団からは2年間で3¥0'0万円の
イツ新教育の教育実践を研究テーマとしてー 奨励金を授与されーその[間r例活動報告義務や
大学院後期博士課，程に進学した。学部時代か 使途の制限は一切なかった占国;際親善を名目
らドイツに興味があり、私にとってドイツ留 とする奨学金では、各種行事へiの参加や報告
学は、静かに温めてきた大きな夢でもあった。 が義務付けられており、必ずしも研究に専念
当時、指導教授であった豊田ひさき先生(現 というわけにはいかない場合もある。その点
中部大学〉からも背中を押していただき、博 においても、この奨励金は大変ありがたいも i 
士論文執筆のたマめに最低でも、l年、できれば のであっ‘た。留学のための奨学金は大き、な壁
2年問、ドイツで学びたいと真剣に考えるよ であっ;たが、 よ第三者が研究:の意義を認ぬ、留
うになった。 学を後押しじてく'れるごとは総務的滋翼盤以r
留学を志す場合、まず初:めにしなけ。ればな 上民自分の糠発の浸淀Jとなう指ジふきと;;:吟:1Uj:
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ドイツ留学と研究テーマとの遜遁
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ドイツ留学と研究テーマとの遜返
ドイツのすべての大学で一生有効な語学能力
証明となる。但し、 DAHの受験は 2度まで
と決められており、 2回不合格となると受験
することができないため、十分な準備が必要
となる。 DSHは各大学が独自に実施するも
ので、筆記試験と口述試験から構成される。
筆記試験は①テ令イクテーション、②原文復元、
③長文読解、④文法からなり、口述試験はあ
るテキストについて5分間の口頭発表を行い、
その後 20分間、試験官との質疑応答がなされ
る。筆記試験が70点、口述試験は30点満点
で合計 70点以上が合格となる。
DSHは私にとって、 非常に苦労した試験
のひとつであった。特にディクテーションで
は、試験官が2度長文を読み上げ、聞いた内
容をもとに問いに答えなければならず、心身
ともに疲弊する試験で、あった。DSH対策のた
め、試験までの 3ヶ月間、毎朝4時に起きて、
テープを聞いて、それを書き取るという作業
をひたすら繰り返した。 ドイツにおいても簡
単なやりとりならば問題なく行えると思って
いたが、 DSHは全く別次元のものであった。
追い詰められた環境の中、 DSHの合格者
の掲示に名前を見つけたときは、嬉しさより
も全身の力が抜ける思いであった。これをも
っていよいよ正式にドイツでの研究が始まる
こととなった。
教育学のゼミに所属し、市内の基礎学校の
授業実践を観察するなどしながら、関心のあ
るテーマに取り組んだ。まず、 ドイツ新教育
運動期におけるハンフルク市の公立基礎学校
の取り組みを明らかにするために、市の連邦
文書館(Staatsarchiv)に通い、当時の教員新
聞や手書きの実践記録等を収集し、考察を行
った。具体的な実践記録に基づいた分析は、
ドイツにおいてもほとんどなされておらず、
興味深い知見を見出すことができた。
資料との出会いは多分に偶然に支配される
部分があるように思われる。論文の軸となる
ような貴重な資料も、振り返ってみると、当
12月に奨学金の授与が確定し、 4月からの
留学に向けての具体的な準備がスタートした。
具体的な留学先の選定であるが、大阪市とハ
ンブルク市が姉妹都市提携を結んで、いたこと
から、ハンブルク大学への留学を決めた。留
学先を個人でーから確保することは大変困難
である。大学院レベルでの留学の際は、所属
している大学や県、市と提携のある大学を選
択すると、受け入れや手続きは随分負担が軽
滅されるだろう。
2000年4月、ドイツ ・ハンブルクヘ出発し
た。到着後、すぐに住民登録、銀行口座の開
設、健康保険への加入、正規の学生ビザへの
切り替え、電話線の開通等の手続きを行う必
要がある。日本でも煩雑だと思われるこれら
の手続きを短期間に一人で行わなければなら
ないため、戸惑うことも多かった。 ドイツで
はたとえ留学生であっても基本的に「自分の
ことは自分で責任をもって行うJという考え
が徹底している。日本の大学のように、手続
きの不備を個別に知らせてくれたり、期日を
延長してくれることなど一切ない。「知らなか
ったJ、「勘違いしていたJと訴えても、 fDas
ist deine Sache. (それはあなたの問題でしょ
う)J と言われるだけである。
上記の諸手続き修了後、具体的な入学手続
きは留学生課を通じて行う。留学生の学生生
活全般におけるさまざまな問題に対応しても
らえる心強い部署であるが、 ドイツではどの
部署においても、厳密に面談時間
(Sprachstunde)が決められており、それ以外
の時間はたとえ担当者がいたとしても対応し
てもらえないので注意が必要である。
これらのドイツ人の対応について、当初は、
もう少し温かなケアは出来ないものかと思う
こともあったが、慣れてみると首尾一貫した
心地のよい厳しさで、あったとも思う。
入学手続きが済むと、「大学入学のための語
学試験(DSH)Jを受験することとなる。DSH
に合格すると、正規の学生の身分が保証され、
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教育学論集第 36号 (2'010年)
初、目指していた資料を探す過程で偶然発見
したものが多かった。これらの資料との出会
いがなければ、今頃どうなっていたのかと思
うと、身震いがする思いである。
ある目、これも偶然であるが、たまたま他
のゼミに出席する機会があった。その授業で
はオットーが取り上げられており、オットー
が設立したオットー学校の様子が紹介されて
いた。オットーといえば、日本においてもド
イツ新教育における「合科教授Jの創始者と
して知られる人物である。しかし、その思想
は子どもの自発性に偏するあまり、無方向な
放任主義と評されており、私自身、研究の対
象とは考えていなかった。
ドイツ新教育では既存の枠にとらわれない
合科的・総合的な授業実践がさかんに展開さ
れており、とりわけオットー学校はそのパイ
オニア的役割を果たしていた。しかし、これ
までの日本、 ドイツの研究では、通史的、概
説的な取り組みはなされているものの、一次
資料に基づいた授業実践面からの考察はほと
んどなされていなかった。
ノ¥ンブノレク市の公立基礎学校の取り組みを
検討する際も、具体的な授業実践記録(一次
資料)に当たって初めて見えてくることがし、
くつもあった。オットーに関しでも同様に、
実践記録を読み解けば異なった一面が見えて
くるのではなし、かとの思いにとりつかれ、 ド
イツ各地の大学図書館可州立資料館を拠点に、
オ.ットー学校で発行されていた学校機関紙等、
授業実践記録に関する資料を中心に収集活動
を行うこととした。
資料収集は一筋縄ではし、かなかった。資料
の所在を調べて訪問しても、何しろ古い資料
であるので、劣化が激しいために関覧不可あ
るいは修復中ということが多々あった。ある
大学の図書館にはどうしても欲しい資料が比
較的多く揃っていた。コピー:除不可で、あって
も閲覧さえできれば、すべて写して帰:ろJうと
大学のすぐ避〈民揺を取って，pci-片手に出向
いて行った。すると案の定、上記の理由で門
前払いで、あった。ここで引き下がっては日本
に帰れないとの思いで、図書館長との面談を
求め、数日がかりで訪問の目的、研究テーマ
と資料の重要性を訴え、資料の閲覧を許可し
てもらえるよう懇望した。図書館長は根負け
されたのか、最終的には閲覧の許可を得るこ
とが出来た。さらに館長のご厚意で貴重書庫
の入室とコピー機の使用まで許可され、約30
年分の学校機関紙を入手すると同時に当初、
想定していなかった手書きの回状や議事録の
類まで入手することができた。
こうして収集した資料を丁寧に紐解いてい
くと、オットー授業実践はこれまで言われて
きたような方法の放棄あるいは偶然的学習と
いわれるもので、は決しでなく 一次資料であ
る授業実践記録を用いず、オットーの言説の
みを取り上げたこれまで、のオット一言判面は妥
当しないということが分かってきた。そして、
これが博士論文の核となる論拠となった。
当時の授業実践記録はいわゆる「ひげ文字」
で書かれており、分析は相当な時間を要する
作業となったが、子どもに寄り添いながらど
のように授業や保育を展開するか苦悩する教
師の姿が浮かび上がり、引き込まれていった。
時を越えて同じ課題に直面する先人と対峠す
るとき、これらの資料との幸運な出会いは単
なる偶然ではなく、何か大きな力が働いた「遜
遁Jで、あったので、はなし、かと改めて思う。
就職後は保育の現場に足を運ぶ機会も増え、
オットー研究と今日の幼児教育をつなぐ新た
な課題を設定し、科研費を得て研究継続中で
ある。当時、自らに投げかけた小さな〈問題意
識は粁余曲折を経て lu年後の現在も波紋の
ようにゆっくりと広がりを見せているように
思う。今後も新た.な問題意識、を積み重ね、子
ども学の発展民少しでも貢献できれば:と考え
. 
・‘ている。
※.よな糸本併の内容をミマ号以開 GO鰐時
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